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歳出の状況

性質別

338億9,735万円

扶助費
51億6,537万円

15.2%

義務的経費
117億3,744万円

34.6%

その他の経費
176億4,327万円

52.1% 投資的経費
45億1,664万円

13.3%

人件費
37億235万円
10.9%

公債費
28億6,972万円

8.5%

総務費
99億9,123万円

29.4%

民生費
87億9,894万円

26.0%

教育費
45億8,613万円

13.5%

公債費
28億6,710万円

8.5%

土木費
30億825万円
8.9%

衛生費
15億5,209万円

4.6%

消防費
10億7,353万円

3.2%

商工費
9億5,162万円

2.8%

普通建設事業費
44億2,016万円

13.0%
災害復旧費
9,648万円
0.3%

補助費等
98億1,414万円

29.0%

物件費
38億9,198万円

11.5%

繰出金
14億6,276万円

4.3%

貸付金　　　５億1,852万円  1.5%
維持補修費　１億7,247万円  0.5%

農林水産業費 ７億6,262万円 2.2%
議会費 １億7,814万円 0.5%
災害復旧費 １億2,560万円 0.4%
労働費 210万円 0.0%

歳 出
性質別

歳 出
目的別

積立金
17億8,340万円

5.3%

総務費の増加 
　特別定額給付金給付事業や旧国分寺
西小学校利活用事業等の増により、前
年度に比べて70億6,248万円、241.1
ポイントの増となりました。 
教育費の増加
　義務教育学校整備事業や小学校およ
び中学校コンピュータ管理事業、国分
寺公民館改修事業等の増により、前年
度に比べて2億6,988万円、6.3ポイン
トの増となりました。
商工費の増加
　石橋多目的広場整備事業や新型コロ
ナウイルス感染症対策資金借入金利子
補給基金積立金、中小企業制度融資促
進事業等の増により、前年度に比べて
3,429万円、3.7ポイントの増となりま
した。
土木費の減少
　下水道事業会計負担金や市道整備事
業等の減により、前年度に比べて1億
196万円、3.3ポイントの減となりまし
た。

目的別

義務的経費の増加
　会計年度任用職員制度の導入
による人件費の増や、扶助費や
公債費の増により、前年度に比
べて7億4,977万円、6.8ポイン
トの増となりました。
投資的経費の減少
　義務教育学校整備事業や国分寺
公民館改修事業等が増となる一
方、石橋中学校大規模改修事業や
ふれあい館改修事業等の減によ
り、前年度に比べて7億3,548万
円、14.0ポイントの減となりまし
た。
その他の経費の増加
　維持補修費が減となる一方、
積立金や補助費などの大幅増に
より、前年度に比べて71億1,280
万円、67.5ポイントの増となり
ました。
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